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　施設用地造成工事　１式

羽後4期地区　畜産環境総合整備事業

Ｊ第０１１０１号工事　　位置図
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現場説明書(条件明示) 
工事の実施にあたっては、秋田県土木工事共通仕様書、同施行管理基準・品質管理基準及びその

他指定された図書を参考とし、かつ以下の事項について施行条件とします。なお、明示されない施行条
件、明示事項が不明確な施行条件についても、契約事項の関連する条項に基づき、受発注者間におい
て協議できるものとします。 

第 1 節 積算基準 

(1)参考図書 

設計図書の外に掲示する「参考図書」については、入札参加者の迅速な見積りに対しての資料として提示するも
ので、請負契約上拘束するものではないので留意してください。 

(2)積算基準等 

工事費の積算は、以下の積算基準等を参考にしています。 

・土地改良工事積算基準(土木工事)令和 7 年度農林水産省農林振興局整備部設計課 

・土地改良工事積算基準(施設機械)令和 7 年度農林水産省農林振興局整備部設計課 

・土地改良工事積算基準(調査・測量・設計)令和 7 年度農林水産省農林振興局整備部設計課 

・土地改良工事積算基準(機械経費)令和 7 年度農林水産省農林振興局整備部設計課 

・土地改良工事積算マニュアル(土木工事)令和 7 年度版(一社)農業農村整備情報総合センター 

・農業農村整備工事等標準積算基準書令和 7 年 10 月以降適用 秋田県農林水産部 

・土木工事標準積算基準書(共通編)令和 7 年 10 月 1 日以降適用 秋田県建設部 

・土木工事標準積算基準書(機械編)令和 7 年 10 月 1 日以降適用 秋田県建設部 

・土木工事標準積算基準書(参考資料)令和 7 年 10 月 1 日以降適用 秋田県建設部 

・建設機械等損料算定表 令和 7 年 10 月 1 日以降適用 秋田県建設部 
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第 2 節 工事の協議 

 

１．関係機関との協議 

施行にあたっては、秋田県農業公社及び羽後町と連絡調整を図って進めること。 

２．第三者に対する措置 

(1)地区境界付近の施行においては境界を十分に確認するとともに、他の施設(道路、水路、家屋等)と近接し
て施行する場合は、施設の保全について十分考慮して下さい。 

(2)公道及びその付近で工事を行う場合には一般車両及び歩行者を最優先し、徐行及び安全運転を遵守する
とともに、必要に応じて交通誘導警備員を配置するなど、交通安全対策には万全を期して下さい。 

(3)汚濁水については直接河川、湖沼等に流下させないよう施行方法に留意するとともに、必要に応じて流末処
理(河川汚濁防止施設)を設けて下さい。 

３．設計変更に伴う契約変更の取扱 

①設計変更の手続き 

・土木工事等に係る設計変更は、その変更が生じた都度、総括監督員がその変更の内容を掌握し、当該変
更の内容が予算の範囲内であることを確認したうえ「工事打合せ簿」により監督職員を通じて行うものとします。  

➁契約変更手続き 

   ・設計変更に伴う契約変更の手続きは、その必要が生じた都度、遅滞なく行うものとします。ただし、軽微な設
計変更に伴うものは、工期の末(国庫債務負担行為に基づく工事にあっては、各会計年度の末及び工期の末)に行
うことをもって足りるものとし、設計変更内容について、受注者と書面を取り交わしておくものとします。  

③軽微な設計変更 

・軽微な設計変更に伴うものとは、次に掲げるもの以外のものをいいます。                       
(１)構造、工法、位置、断面等の変更で重要なもの 

(２)工事打合せ簿による変更見込み金額の合計額が当該契約金額の３０％又は１千万円を超えるもの 
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特記仕様書 
１． 技術者の専任 

・専任を要しない主任技術者とする。 

２． 電子納品 ※電子納品運用ガイドライン等の運用(R6.9.13) 

・発注者に「成果品」及び「電子媒体２部」を納品する 

３. 段階確認 

・監督員が指示するもの 

４．規格値 

・土木工事共通仕様書施行管理基準による 

５．標準設計図 

①設計図書に示す記号表示は、「秋田県農業農村整備事業標準設計図(令和３年度)」(以下、「標準設
計図」という)に基づき、構造物の種類及び規模を表している。 

➁実施にあたっては、対象構造物が機能及び構造上十分な効用を発揮できるよう、現場状況を十分把握した
うえで、現地に適合するよう施行しなければならない。 

６．レディーミクストコンクリートの使用 

・工事に使用するレディーミクストコンクリートは、JISA5308 またはこれに準ずる品質を有するもので、次に示すとお
りとする。 

種別 呼び強
度 N/
㎟ 

スランプ㎝ 粗骨材の
最大寸法
㎜ 

最大水セ
メント比 

セメントの種類 

均しコンクリート 18 － － 65 高炉セメント B 種 

無筋コンクリート 18 8 40 60 高炉セメント B 種 

鉄筋コンクリート 21 12 25 55 高炉セメント B 種 

※高炉セメント B 種で発注した工事であっても、下記事項に該当する場合については、協議により設計変更すること
が出来るものとする。 
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① 当該現場地域で高炉セメントコンクリートの供給能力がない場合 

② 著しく気象条件が悪く、コンクリートの品質低下の恐れがある場合 

③ 災害復旧時、緊急を要する工事 

④ その他、監督職員が高炉セメントの使用が困難と認めた場合 

７.造成工事 

一般事項 

(1)地区境、境界杭等については現地で確認し、必要に応じて杭の保護あるいは控え杭を設けなければならな
い。また、地区境沿いで施行を行う際、境界杭の有無を確認し亡失及び移動している場合は現地に復元し、
常に地区境を確認できる状態を維持しなければならない。 

(2)ブルドーザーの運転手は熟練者を乗務させ、必要最低限の走行回数で土工作業するものとし、過転圧やこ
ね回しとならないよう施行しなければならない。 

(3)現況道路用土は極力計画道路用土として利用することとし、撤去にあたっては砂利・玉石等を表土に混入
させないように留意すること。 

(4)旧水路等の埋め立てにあたっては、水路内の水を排除し、整地後の沈下の原因となる泥や堆積物を取り除
き、乾燥を図ったうえで、上流側から基盤土を使用して入念に施行しなければならない。 

(5)土工事は切土を本年度計画高さまで掘削し、建設敷地外に搬出し、流れ出さないよう集積のこと。 

8.使用材料 
（1）フィルター材    天然ヤシ繊維  100％ 
               編み目ピッチ 約 5ｃｍ 
               直径 30ｃｍ 
               長さ 2ｍ 
(2)土木シート ポリプロピレン系織布 980N/5cm 

（3）木杭 松丸太 2ｍ＊φ9ｃｍ 
（4）鉄筋コンクリート水路 300A L=2m 
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